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メガトレンドへの投資

私たちは、世界経済に影響を及ぼしてい

る長期的な構造変化（人口動態、環境、テ

クノロジー、ガバナンス）から経済的追い

風を受ける企業へ、投資を行っています。

概要

金属および鉱業は、エネルギー移行、電化、デジタルインフラ、産業レジリエンス、国家安全保障といった、景気循環に左右
されにくい超長期的な成長テーマの中心に位置しています。現代経済と持続可能な移行を支える不可欠な投入資源とし
て、同セクターは長期的な経済成長における戦略的要素になりつつあります。 世界経済において重要鉱物の必要性が高
まるなか、責任ある形で供給を拡張していくことは非常に大きな課題です。供給は地理的な偏在、規制上のハードル、長
期間に及ぶプロジェクト開発期間によって制限されています。同時に、同セクターは重大な環境・社会リスクを抱えており、
責任ある採掘慣行の重要性を一層際立たせています。 こうした動向によって、鉱物は従来のコモディティ（商品）として
の側面に加え、供給セキュリティ、産業競争力、持続可能な資源開発の観点から、戦略的投資テーマとして捉えられる傾向
が強まっています。

• 戦略的重要性の高まり: エネルギー移行、電化、AI、産業

レジリエンスが重要鉱物（クリティカルミネラル）の長期的

な需要を押し上げており、金属・鉱業の戦略的重要性が急

速に高まっています。

• 供給に対する懸念: 長期間におよぶプロジェクト開発、特

定の国・地域への偏在、精錬段階のボトルネックなどに

よって供給の拡大は容易ではなく、鉱物資源の安全保障

（鉱物セキュリティ）は政府、産業、投資家にとって最優先

課題となっています。

• 責任ある開発と循環型経済: 増加する鉱物需要に応えつ

つ、よりレジリエンスが高く持続可能な経済を支えるため

には、責任ある採掘慣行、リサイクル、そして強固なESG

（環境・社会・ガバナンス）の取り組みが重要です。

金属・鉱業：

長期的な経済成長に欠かせない戦略資源
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エクイティ・アナリスト
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変革する経済における金属・鉱業の役割

エネルギー移行: 再生可能エネルギー発電、蓄電池、電気自動車
（EV）、最新の送電網インフラは、従来のエネルギーシステムよりもは
るかに多くの鉱物を消費します。世界各国が脱炭素化を進めるにつ
れ、銅、リチウム、ニッケル、黒鉛（グラファイト）、レアアース（稀土類）、
アルミニウムなどの重要素材の需要は中長期的に拡大すると見込ま
れています。

IEA（2021年）は、シナリオに応じて、2040年までにク
リーンエネルギー技術による鉱物需要が約2倍〜4倍に増
加する可能性を示しています。1

電化: 電動モビリティ、充電ネットワーク、産業の電化、送電網の拡

張には、いずれも大量の金属が必要です。銅は送電・配電、モー

ター、充電器、再エネ発電、データセンターインフラに不可欠であり、

アルミニウムは送電網や輸送インフラを支えます。

一般的な電気自動車（EV）1台には、従来型ガソリン車と比べて約

6倍の鉱物投入量が必要とされています。2

AIとデジタル化: AIとデジタルインフラは新たな鉱物需要の創出

源であり、金属のバリューチェーンを再編しています。特にデータセ

ンターは資源集約的であり、銅、アルミニウム、特殊鋼、先進材料に

加えて、大量の電力、電源設備、冷却システム、半導体、ネットワー

ク機器を必要とします。また、AIの普及は電力網拡大の必要性をさ

らに高めています。

AIインフラは従来のクラウド用途よりも資源集約的とされ、電力・

冷却関連設備を中心に、1MWあたり65〜70トン程度の金属を

必要とするとの試算があります。3

再工業化とサプライチェーンのレジリエンス: 各国が国内製造業の

強化、サプライチェーン依存度の低減、産業競争力の維持を目指す

中で、重要鉱物は戦略的優先事項となっています。

精錬段階における中国のシェアは、ニッケルで約35%、リチウムお

よびコバルトで50〜70%、レアアースでは約90%を占めていま

す。4

防衛と安全保障: 鉱物は、高度な電子機器、航空機、車両、通信シス

テム、誘導技術などの防衛・安全保障用途も支えています。

現在、主要経済国において鉱物供給の信頼性とレジリエンスを確

保するための戦略的計画が60以上導入されています。5

長期的な価値ドライバー

構造的な需要の拡大と、限定的かつ特定の地域に偏重した供給構

造が相まって、鉱物・鉱業セクター全体に長期的な投資機会につな

がる可能性があります。この需要を満たすには、新規鉱山や精錬能

力の開発からインフラ、加工、リサイクルに至るまで、バリュー

チェーン全体にわたる大規模な投資が必要です。

1. IEA（国際エネルギー機関）（2021年）『クリーンエネルギー移行における重要鉱物の役割』パリ、IEA 

2.IEA（2021年）『クリーンエネルギー移行における重要鉱物の役割』パリ、IEA  

3.BofA（バンク・オブ・アメリカ）『移行投資：精神よりも物質？ AIにおける10の秘密の要素』

4.IEA（2021年）『クリーンエネルギー移行における重要鉱物の役割』パリ、IEA  

5.JPモルガン『重要鉱物：株式および債券におけるアルファ（超過リターン）の発掘』 
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しかし、供給を急速に拡大することは容易ではありません。

鉱物資源が存在する地域であっても、それらを責任を

持って持続可能かつ妥当なタイムフレーム内で開発する

能力が、業界全体のボトルネックとなっています。

新規採掘プロジェクトが立ち上がってから実際に鉱物

を生産し始めるまで、平均して16年以上かかります。6

また、重要鉱物の採掘が特定の少数の国に集中している

ことも、サプライチェーンリスクを高めています。

主要エネルギー鉱物の採掘国上位3か国の平均市場

シェアは、2020年の73%から2024年には77%へ

上昇しました。7

精錬段階における集中度はさらに高くなっています。ニッ

ケルにおけるインドネシア、コバルト・黒鉛・レアアースにお

ける中国の台頭により、精錬国上位3か国の合計市場

シェアは2020年の82%から2024年には86%に拡大

しました。8

重要鉱物は貿易政策や地政学的影響力を及ぼす手段とし

て急速に利用されています。

米中間の貿易対立の深まりは、西側の技術規制への報復

として中国がガリウム、ゲルマニウム、黒鉛などに輸出規

制を課すなど、鉱物資源へのアクセスが武器化され得る

ことを実証しました。

グローバル・トレード・アラートによると、2025年の重

要原材料に関する輸出規制件数は、集計ベースで

2024年の約3倍となりました。9

これに対し、北米や欧州の政府は、米国のインフレ削減法

（IRA、2022年）やEUの重要原材料法（CRMA、2023

年）といった大型政策を通じて、環境・社会基準を維持し

ながら、国内生産、フレンドショアリング、リサイクル、戦略

的提携を進め、供給セキュリティの強化に乗り出していま

す。

さらに、リサイクルとサーキュラリティ（循環性）の重要性

が高まっています。一次採掘への負荷軽減、供給安全保

障の向上、環境負荷の低減、新たなビジネスモデルの創

出につながるため、この領域は、中長期的な観点から注

目される投資テーマの一つであると考えています。

3

Australia

DRC

Chile

South Africa

Indonesia

China

Mexico
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出所: ブルームバーグNEF（BloombergNEF）

注記: 黒鉛（グラファイト）は、BNEFの『Transition Metals Outlook』において精錬生産量のみが考慮されているため含まれていません。DRCは
コンゴ民主共和国を指します。

2026年7月トレンド最前線
グローバル・サステナブル・エクイティ・チームによる洞察

6.JPモルガン『重要鉱物：株式および債券におけるアルファ（超過リターン）の発掘』

7.IEA（2025年）『世界重要鉱物見通し 2025』パリ、IEA  

8.国際エネルギー機関（IEA）

9.グローバル・トレード・アラート『輸入および輸出規制：重要鉱物』
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10.国際エネルギー機関（IEA）

ベースケースにおける主要エネルギー移行鉱物の精錬生産量の地理的分布（2023年～
2040年）
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出所: IEA（国際エネルギー機関）（2024年）『ベースケースにおける主要エネルギー移行鉱物の精錬生産量の地理的分布（2023年～2040年）』パリ、IEA
注記: 黒鉛のデータは天然鱗状黒鉛（フレークグラファイト）を対象としています。レアアースの数値は磁石用レアアースのみを対象としています。この図は該
当年における主要生産国上位3か国の数値を示しています。DRCはコンゴ民主共和国を指します。
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主要鉱物・金属の需給見通し

アルミニウム: 建築や製造などの従来用途に加え、太陽光インフラ、EV、送電網拡張といったエネルギー移行用途での需
要が伸び続けています。アルミニウム生産はエネルギー消費およびCO2排出量が非常に高いため、リサイクルは環境負荷
の削減と供給強化の有力な手段の一つとなります。

リチウム: EVや系統用蓄電池向けのリチウムイオン電池に必須の材料です。需要は2024年の約20万5,000トンから
2035年には約70万トンへと急速に拡大する見込みです。10足元では短期的過剰感が見られるものの、既存のプロジェ
クトパイプラインのままでは将来的に需要見通しに対して約40%の供給不足が生じる可能性があり、平均的規模の新規
鉱山がさらに55箇所程度必要となります。

銅: エネルギー移行において最も深刻な供給ボトルネックの一つです。電化、送電網、再エネ、EV、充電網、データセンター、
産業用電源システムを幅広く支えます。IEA（国際エネルギー機関）の試算によると、世界需要は2024年の2,700万ト
ンから2035年には3,300万トン、2050年には3,700万トンへと増加します。一方、鉱石品位の低下、埋蔵量の枯渇、
資本コストの上昇、許認可の難航、新規大型鉱山の発見不足などから、供給力の拡大は難航しています。その結果、より野
心的な電化シナリオを考慮する前でさえ、IEAは前提とするシナリオによっては、将来的に約30%の供給不足が生じる
可能性を示しています。なお、銅は品質を落とさずに何度でも再利用可能であり、すでに大きなリサイクル市場が確立し
ています。

4



11.国際エネルギー機関（IEA）

12.米国地質調査所（USGS）国立鉱物情報センター『リサイクル統計および情報』

鋼鉄（スチール）: 風力タービン、送電塔、太陽光インフラ、大規模クリーン

エネルギー開発にきわめて重要です。供給体制は比較的安定していますが、

製鉄プロセスの脱炭素化（グリーン化）が主要課題となっています。

マンガン: 主に製鋼向けに使われますが、リチウムイオン電池の材料でもあ

ります。EVや蓄電システムの拡大に伴い需要が増加しています。

レアアース（稀土類）: EV、風力タービン、産業用モーター用の永久磁石需

要に牽引され、2040年までに需要が50〜60%増加すると予想されま

す。11 公表済みのプロジェクトにより需要自体は概ね満たされる見通しで

すが、中国がバリューチェーン全体で圧倒的なシェアを握っているため供

給網の偏りが激しく、供給安全保障上の大きなリスクとなっています。

金属・鉱物のバリューチェーン
採掘（鉱石・精鉱）:

重要鉱物は主に「坑内掘り（地下採掘）」または「露天掘り」により採掘され

ます。

• 坑内掘り（Underground Mining）: 鉱床が深部にある場合に行わ

れ、鉱石に達するために坑道を掘進します。コストが高く、通気確保や地

盤の安定維持が課題です。

• 露天掘り（Open-pit Mining）: 鉱床が地表近くにある場合に採用さ

れます。表土や岩石層を取り除いて露天坑を形成します。坑内掘りに比

べて迅速かつ安価ですが、大量の廃棄物（廃石）が発生します。

加工（製錬・精錬）:

採掘・選鉱後、鉱物は高温処理、塩水抽出、電解精錬などのプロセスを通じ

て販売可能な素材へと加工されます。この工程はバリューチェーンの中で

最もエネルギー消費が激しい部分です。また、不純物除去等によりスラリー

状の鉱物廃棄物（テーリングス：鉱滓・尾鉱）が発生し、専用施設に保管され

ますが、適切な管理がなされない場合は環境・健康リスクが生じます。

リサイクル:

鉱物需要の増大とサプライチェーンの地政学的脆さから、リサイクルは素

材供給源として重要度を増しています。IEAによると、リサイクルによって

主要鉱物の新規採掘需要を10〜30%削減できる可能性があります。鋼

鉄やアルミニウムなどのベースメタルではリサイクルが定着していますが、

レアアース等の重要鉱物では発展途上です。米国では2023年にアルミニ

ウムの57%、銅の35%、銀の16%がリサイクルされましたが、レアアース

のグローバルなリサイクル率はわずか5〜10%にとどまると推定されてい

ます。12
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ESGリスクと責任ある取り組み

将来の経済を支えるために重要鉱物の需要が高まる一方で、その供給は

より厳しい責任ある採掘慣行に基づいて行われなければなりません。ここ

には明確な「移行のパラドックス（Transition Paradox）」が存在します。

すなわち、これらの鉱物は気候変動対策・脱炭素移行の中核的な推進役で

あると同時に、その採掘および加工工程自体が重大なESGリスクを伴う

という点です。



採掘活動は極めて資源集約的であり、温室効果ガス

（GHG）排出、地域の水資源の圧迫、生物多様性の喪失、

環境汚染、生態系への長期的悪影響を引き起こします。こ

れらの環境リスクは、水ストレスの高い地域や生物多様性

の保護区域で操業が行われる場合にさらに増幅され、プ

ロジェクトの遅延、設備投資（Capex）の膨張、さらには

操業許可（ライセンス・トゥ・オペレート）の喪失といった直

接的な財務リスクにつながります。

また、不十分なガバナンス、労働安全衛生リスク、過酷な

作業環境、地域住民の反対運動、先住民族や地元コミュニ

ティへの影響など、人権をめぐる懸念も存在し、長年にわ

たり論争の的となってきました。そのため、バリュー

チェーン全体の影響を的確に把握・管理するための慎重

なサステナビリティ評価が求められます。

ミローバでは、世界的な重要鉱物サプライチェーンのリス

ク削減を長期的かつ急務の課題と捉えています。私たち

の取り組みでは、化石燃料への依存度、高リスク国での操

業、国連グローバル・コンパクトやOECD（経済協力開発

機構）ガイドラインなどの国際規範に対する違反行為を網

羅する厳格な最低基準を設定しています。定性的な深掘

り分析を通じて、企業がこれらのリスクを適切に管理し、

持続可能な移行に信頼できる形で貢献できるかを見極め

ます。この分析は採掘業者だけでなく、同セクターからの

供給に依存するその他の産業やバリューチェーンに対し

ても適用されます。

責任ある採掘慣行は、「責任ある鉱業保証のためのイニシ

アティブ（IRMA）」などの評価の高い枠組みによって主導

されています。先進的な企業はこれらの枠組みを取り入

れ、操業時の排出量削減、エネルギー効率の改善、適切な

現場計画や土地復元を通じた生物多様性の保護、クリー

ンな設備・技術への投資を進めています。リサイクルや循

環型アプローチも、一次採掘への圧力を和らげ、供給の安

定性を高める重要な役割を果たします。

しかしながら、多くの業界基準は依然として自主的なもの

にとどまっており、適用状況にもばらつきが見られます。

そのため、投資家によるエンゲージメント（建設的な対話）

は、より持続可能な慣行の導入を促し、リスクを管理する

ための重要な手段となります。多くの鉱業企業は、大規模

な共同エンゲージメント策（例：Climate Action 100+、

Nature Action 100、PRI Advanceなど）の重要な

対象となっています。

ただし、同セクターの構造的なESGリスクの高さに鑑み

ると、対話（エンゲージメント）だけでリスクを十分に減ら

せるとは限りません。したがって、厳格な銘柄選定、進捗

が不十分な場合のエスカレーション戦略、より厳格な規制

や業界全体の透明性向上への支援といった、その他の手

立て（アプローチ）と組み合わせて対応していく必要があ

ります。
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マーケティング・コミュニケーション

MARKETING COMMUNICATION

■投資信託に係るリスクについて

■投資信託に係る手数料等について

本資料は、朝日ライフアセットマネジメントが、ミローバ（フランス）がホームページに掲載した資料を、情報提供を

目的として、日本のお客様向けに日本語に翻訳したものです。したがって、特定の金融商品の勧誘を目的としたも
のではありません。本文中に特定の銘柄についてのコメントがある場合、当銘柄についての投資の助言や取引の推
奨を行うものではありません。また、法令に基づく開示資料ではありません。オリジナルの記事はミローバによって
英語で発表されましたが、朝日ライフアセットマネジメントが独自に日本語版を作成し配布しています。十分な注意

を払い翻訳しておりますが、英文と日本文の内容に相違が生じた場合には、英文が優先するものとします。ミロー
バは日本語版およびその配布に関して一切の責任を負いません。なお、英文につきましては
https://www.mirova.com/ をご参照ください。資料の記載事項については資料作成時の執筆者の見解であり、将
来予告なく変わることがあります。

■ 設定・運用 ■ 外貨建資産の運用

ミローバ・ユーエス・エルエルシー

投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とし投資元金が保証されていないため、
当該資産の市場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価額が変動します。従ってお客様のご投資さ
れた金額を下回ることもあります。

又、投資信託は、個別の投資信託毎に投資対象資産の種類や投資制限、取引市場、投資対象国等が異なることから、
リスクの内容や性質が異なりますので、ご投資にあたっては投資信託説明書（交付目論見書・商品説明書）をよくご
覧ください。

[ご投資いただくお客様には以下の費用をご負担いただきます。]
■申込時に直接ご負担いただく費用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・申込手数料 上限３.３％（税抜３.０％）
■換金時に直接ご負担いただく費用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・信託財産留保額上限0.3％
■投資信託の保有期間中に間接的にご負担いただく費用・・・・・・信託報酬 上限2.035％（税抜1.85％）

■その他の費用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・上記以外に保有期間等に応じてご負担いただく
費用があります。
詳しくは投資信託説明書（交付目論見書・商品説明書）でご確認ください。

《ご注意》

上記に記載しているリスクや費用項目につきましては、一般的な投資信託を想定しております。費用の料率等につ
きましては、朝日ライフアセットマネジメントが運用するすべての投資信託が徴収するそれぞれの費用のうち、最高

の料率を記載しております。投資信託に係るリスクや費用は、それぞれの投資信託により異なりますので、ご投資を
される際には、事前によく投資信託説明書（交付目論見書・商品説明書）をご覧ください。
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